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会社紹介
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IIJとは

国内初の「商用インターネット接続サービス」事業者です。

東証上場時

創業時オフィス

IIJは、1992年に設立され翌年「日本初の商用インターネット接続サービス」の提供をはじめました。以来、IIJグループはネットワーク社会の基盤をつくり、技術力でその発展
を支えてきました。IIJは、これからもインターネットの進化を支え続けていきます。

2022年12月3日に30周年を迎えました

IIJは、高い技術力で“国内初“を創り続けています。
 1993年 国内初 商用インターネット接続サービス提供開始
 1994年 国内初 ファイアウォールサービス提供開始
 1999年 国内初 サービス品質保証制度（SLA）を導入
 1999年 国内初 IPv6の商用実験サービスを提供開始
 2003年 国内初 ルータ管理システム「IIJ SMF」を開発し特許取得
 2005年 国内初 送信ドメイン認証技術の導入を開始
 2011年 国内初 外気冷却を利用したコンテナ型データセンターを開設
 2018年 国内初 フルMVNOとしてサービス提供開始
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沿革

年月 できごと 備考

1992.12 会社設立

1993.5 「株式会社インターネットイニシアティブ」に社名変更

1993.11 インターネット接続サービスを開始 国内初

1994.11 ファイアウォールサービスを開始 国内初

1997.11 米国でISP事業を開始 国内初

1998.8 企業向けアクセスルータ「SEIL」の開発・販売を開始

1999.8 サービス品質保証制度（SLA）を導入

1999.8 IPv6の商用実験サービス（トンネリング型）を開始 国内初

2001.11 IPv6/IPv4デュアルスタックサービスを開始 国内初

2003.2 SEILをコントロールするシステム「IIJ SMF」を開発 特許第3774433号

2005.2 東京証券取引所マザーズに株式公開

2006.12 東京証券取引所市場 第一部へ上場

2007.8 SMF-LANに関する特許権を取得 特許第3996622号

2008.1 法人向けモバイルサービス「IIJモバイルサービス」でMVNO事業に参入

2009.12 クラウドサービス「IIJ GIO（ジオ）」を提供開始

2011.4 松江データセンターパークを開設

2012.8 コンテナ型データセンターモジュールに関する特許権を取得 特許第5064538号

2013.4 バックボーンネットワークを欧州に拡張し、世界一周した状態での接続を達成

2015.9 ネットワーククラウド「IIJ Omnibus」を提供開始

2018.3 フルMVNOとしてサービス提供を開始

2019.3 4K映像・ハイレゾ音源のインターネット・ライブ・ストリーミング配信に成功 世界初

2019.5 白井データセンターキャンパスを開設

2021.8 欧州の監督機関より「拘束的企業準則（BCR）」の承認取得 クラウド事業者では世界初

2022.4 東京証券取引所プライム市場に移行

2022.9 APEC CBPR（越境プライバシールール）の認証取得 BCR承認とCBPR認証を共に取得したクラウド事業者は、世界初
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IIJサービスの全体像
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外部脅威・リスク対策 オンプレクラウド化

データ活用・DX働き方の変化
デジタルワークプレース

マルチクラウド活用Microsoft 365活用

Azure / AWS / GCP / OCI への閉域接続

IoT によるビジネス創出

システム間のデータ連携

脱PPAP

快適リモートアクセス

Web会議の遅延解消

Windows Server サポート終了対応

仮想デスクトップの活用
マルウェア対策（Emotet / ランサムウェア）

インシデント対応強化（EDR / SOC） SASE / ゼロトラストの実現

データバックアップ

マルチクラウド統合運用

Microsoft 365 通信経路の最適化

段階的なクラウド移行

シングルサインオン

ユーザ アクセス制御

ライセンス集約

プライバシー保護規制対応

IIJの課題解決テーマ

企業を取り巻くITシステムの課題を時代に合わせて解決し続けます。

GIGAスクールネットワーク

IT部門アウトソーシング

セキュリティ人材育成

CSPライセンス

メールセキュリティ

ADクラウド化

基幹システムのクラウド化

データ連携の手間削減
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海外展開

EU Asia US
上海 香港

ハノイ ジャカルタ

バンコク シンガポール

ロンドン

デュッセルドルフ

ニューヨーク

ロサンゼルス

サンノゼ

日本品質のクラウドサービスから海外拠点のSIまで、ビジネスのグローバル展開を、トータル・ソリューションでサポートします。

アジアを中心に世界12都市の拠点で事業展開

ぺタリン・ジャヤ
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背景
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EU GDPR
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BCRの承認取得
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痛感した違い
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文化的背景

1つは米国で主流であると思われる「ビッグ

データ共有は全世界の人々の利益となる」

といった公共の福祉的な発想、もう1つは欧

州で主流である「個人データの管理は個人

の基本的人権である」という人権主義的な発

想、そして中国をはじめとする「自国域内の

データ管理は自国の国家安全保障問題であ

る」との安全保障的な発想、です。
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広がる規制
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合理的な選択
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結果
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効果
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ガバナンス強化
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世界初
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世界で唯一
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ソリューション
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期待
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Global CBPR

https://www.globalcbpr.org/
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APEC PRP

https://www.jipdec.or.jp/library/itreport/2023itreport_winter03.html※PRP:Privacy Recognition for Processors
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Global Privacy Governance
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